




















おける研究発表を 11 件行った。また、ITS ワールドへの出展、あいち重点研究プロジェクトに関連して研究内容に
関する講演や新聞でのプロジェクト紹介、個別企業への技術紹介なども行った。また、「遠隔操縦用コクピット」の
開発に関する研究テーマで、1 件の特許出願を現在検討中である。 
HAVRec に参加する学生の活動の 1 つとして、夏のオープンキャンパスに出展した。セントラルガーデンにおける
「自動運転デモ」、遠隔操縦の難しさを理解してもらうための「ロボットの遠隔操縦体験」や「クレーンゲーム」、研
究テーマで活用している VR（仮想現実）や AR（拡張現実）のデモ体験や VR 映像展示等、計 6 件のテーマで HAVRec
に参加する学生が各デモンストレーションの運営、オープンキャンパスに参加する高校生や保護者に対する研究内容






















 本研究では、まずは Level4 の自動運転実現が重要かつ
急務と捉え、これまで遠隔操縦付き自動運転車両に取り組
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